
山　

田　
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巳

壱
岐
の
「
ソ
ヤ
」

―
―
蜑
の
移
住
伝
承
に
よ
せ
て
―
―



　　　　36

は
じ
め
に

　

壱
岐
の
「
ソ
ヤ（

１
）」

は
、
現
状
で
見
る
か
ぎ
り
壱
岐
島
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
壱
岐
四
町
（
石
田
町
、
郷
ノ
浦
町
、

芦
部
町
、
勝
本
町
）
の
な
か
で
も
石
田
町
と
郷
ノ
浦
町
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
の
石
田
町
も
現
在
確
認
で
き
る
の
は
そ
う
多
い
数
で
は

な
く
、
集
中
す
る
の
は
郷
ノ
浦
町
渡
良
浦
小
崎
で
あ
り
、
こ
の
小
崎
の
特
殊
性
が
際
立
つ
。

『
遺
稿
・
郷
土
史
わ
た
ら（

２
）』（

竹
下
力
雄
）
に
よ
れ
ば
、

　

小
崎
浦

　

豊
臣
秀
吉
朝
鮮
征
伐
の
時
、
水
先
案
内
者
と
し
て
海
上
に
熟
練
せ
る
筑
前
鐘
崎
の
漁
士
を
従
事
せ
し
め
、
そ
の
功
に
よ
り
帰

途
小
崎
浦
を
与
え
、
居
住
を
許
し
、
尚
、
壱
岐
沿
岸
一
円
の
鮑
採
取
の
漁
業
権
を
付
与
せ
り
と
い
う
。
今
尚
豊
太
閤
に
謝
恩
の

た
め
盆
の
十
五
日
に
は
公
方
念
仏
と
て
、
浦
中
の
人
集
ま
り
念
仏
を
唱
う
（pp.47

）。

と
あ
り
、
文
禄
（
一
五
九
二
）
慶
長
の
役
を
こ
こ
に
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る（

３
）。
あ
る
い
は
、

　

小
崎
浦
―
―
家
六
三
戸
辰
巳
向
、
浦
人
い
え
ら
く
此
浦
よ
り
左
た
ら
ん
ひ
ら
ば
な
に
至
り
海
底
方
五
四
間
に
名
石
あ
り
、
そ

の
形
勢
大
白
の
八
重
菊
の
ご
と
し
国
人
菊
花
石
と
い
う
。
旅
人
船
上
よ
り
見
て
金
敷
と
称
す
な
ら
ん
。
こ
の
浦
の
海
士
毎
年
五

月
下
旬
よ
り
八
月
ま
で
鮑
を
取
り
長
崎
御
用
の
小
旗
を
立
て
、
多
く
は
風
本
瀬
戸
の
赤
瀬
、
渡
良
の
大
島
の
後
根
滝
な
ど
と
い

う
所
に
て
取
る
。
海
底
に
入
る
こ
と
拾
尋
以
上
十
一
、
二
尋
、
海
の
底
の
こ
ろ
び
石
を
う
ね
、
は
え
を
そ
ね
と
い
う
。
鮑
金
長

さ
一
尺
四
寸
五
分
（
下
略
）
…
…
（pp.46

）。
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と
海
士
に
よ
る
長
崎
御
用
の
鮑
か
き
を
し
た
こ
と
を
記
し
、
ま
た
、

　

こ
の
浜
に
は
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
は
イ
ル
カ
を
追
い
込
ん
で
捕
か
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
崎
浦
の
鯛
網
船
四
・
五
十
隻
が

郷
ノ
浦
港
口
よ
り
イ
ル
カ
を
宇
戸
湾
に
追
い
込
み
シ
ャ
カ
の
浜
に
追
い
つ
め
生
け
ど
り
す
る
さ
ま
は
め
ざ
ま
し
く
、
浜
の
小
高

い
所
に
大
太
鼓
を
打
ち
な
ら
し
（
時
期
は
十
一
月
～
十
二
月
頃
）
雪
も
よ
い
の
寒
い
時
で
毎
年
の
如
く
同
時
期
に
こ
の
捕
物
陣
が

展
開
さ
れ
た
（pp.46
）。

と
、
イ
ル
カ
の
追
い
込
み
漁
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
た
。

　

ま
た
渡
良
は
流
人
の
地
と
も
い
わ
れ
、

　

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
平
戸
の
藩
士
竹
内
三
六
壱
岐
に
流
刑
。
渡
良
に
留
ま
り
渡
良
の
野
本
家
に
い
た
。
文
武
両
道
の

た
し
な
み
あ
り
。
ま
た
謡
い
を
よ
く
し
こ
れ
を
渡
良
の
人
に
教
え
た
。
後
死
し
て
渡
良
に
葬
る
。（
中
略
）
そ
の
人
の
罪
状
に

よ
っ
て
は
、
島
の
島
で
あ
る
渡
良
の
三
島
（
大
島
・
長
嶋
・
原
島
）
に
渡
さ
れ
た
。
遠
流
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
人
は
、
武
士
、

僧
侶
、
役
人
等
の
学
者
、
知
識
階
級
の
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
農
業
の
手
伝
い
な
ど
を
し
な
が
ら
学
問
の
な
い
村
人
た
ち
に
学

問
の
道
を
教
え
、
一
般
庶
民
か
ら
は
ひ
そ
か
に
尊
敬
さ
れ
、
又
そ
の
土
地
の
文
化
の
移
入
に
影
響
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
事
実

で
あ
っ
た
（pp.54

）。

と
あ
る
。
安
藤
卓
助
、
僧
覚
論
、
竹
内
三
六
等
の
具
体
的
な
名
前
も
、
竹
下
力
雄
氏
の
努
力
で
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
一
部
は
、『
壱
岐
名
勝
図
誌
（
中
）』
巻
之
十
四（

４
）に

詳
述
さ
れ
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
こ
の
よ
う
な
伝
承
が
定
着
し
て
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い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
福
岡
県
鐘
崎
、
三
重
県
伊
勢
と
の
交
流
・
移
住
伝
承
も
、
小
崎
（
郷
ノ
浦
町
）・
八
幡
（
蘆
辺
町
）
の
蜑
に
関
わ
っ
て
し
ば

し
ば
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
民
の
移
動
移
住
は
確
か
な
も
の
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
小
崎
海

士
は
鐘
崎
海
事
の
伝
統
を
伝
え
（「
海
上
に
熟
練
せ
る
筑
前
鐘
崎
の
漁
士
を
従
事
せ
し
め
」）、
伊
勢
と
の
関
り
を
語
る
の
は
八
幡
海
女
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
を
伝
え
て
い
る
と
語
ら
れ
、
こ
の
度
の
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
（
二
〇
一
五
年
～
一
七
年
）
で
も
確
認

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
両
者
の
相
違
は
著
し
く
、
小
崎
海
士
は
男
性
が
潜
り
、
八
幡
海
女
は
女
性
が
潜
る
。
つ
ま
り
は

蜑
の
伝
統
も
移
住
元
の
鐘
崎
と
伊
勢
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
章　

小
崎
お
よ
び
小
崎
蜑
に
つ
い
て

第
一
節　

雑
誌
「
島
人
」
の
語
る
世
界

　

小
崎
に
つ
い
て
語
る
な
ら
、
何
を
お
い
て
も
、
山
口
麻
太
郎
氏
の
雄
編
「
壱
岐
の
小
崎
蜑
に
つ
い
て）

5
（

」
を
紹
介
す
べ
き
で
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
は
次
節
に
譲
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
「
島し

ま

人ひ
と

」）
6
（

と
い
う
雑
誌
か
ら
話
を
始
め
た
い
。「
島
人
」
は
、
地
元
壱
岐
商
業
高
校
「
郷

土
社
会
同
好
会
」
の
生
徒
た
ち
や
顧
問
の
先
生
方
、
そ
し
て
壱
岐
を
愛
す
る
方
々
の
心
寄
せ
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
調
査

と
そ
の
報
告
は
水
準
が
高
く
、
ま
た
心
温
ま
る
も
の
が
あ
り
、
人
々
が
伝
承
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
る
か
が
、
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る

も
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、「
島
人
」
第
二
号
（
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
一
日
刊
）
の
「
海
女
」（
中
田
安
穂
さ
ん
執
筆
）
と
題
す
る
報

告
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

〔
歴
史
的
経
過
〕
十
三
世
紀
に
入
る
と
曲
り
の
海
士
が
登
場
す
る
。
全
国
四
十
余
の
浦
に
海
女
の
部
落
が
あ
り
、
対
馬
の
曲ま

が

り
浦
も
そ
の
一
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
曲
り
の
海
士
の
祖
先
が
筑
前
鐘
ケ
崎
（
現
在
は
鐘
崎
）
か
ら
来
た
こ
と
は
、
疑
い
な
し
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と
し
て
も
、
渡
来
の
年
代
に
は
異
説
が
あ
っ
て
、
真
相
は
つ
か
み
に
く
い
。
ま
ず
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）、
宗
重
尚
が
対
馬

鎮
定
の
後
、
筑
前
の
国
与
志
井
か
ら
高
貴
の
方
（
安
徳
天
皇
）
を
迎
え
、
そ
の
時
鐘
ケ
崎
か
ら
お
供
し
た
海
士
を
こ
の
地
に
移

し
た
。「
そ
の
三
十
七
隻
の
う
ち
七
隻
が
残
り
、
鴨
居
瀬
と
鶏
知
の
高
浜
に
船
住
居
し
て
残
っ
た
。
住
吉
に
住
す
る
を
上
海
士

と
い
い
、
高
浜
に
住
す
る
を
下
海
士
と
い
う
」
と
い
う
説
で
、
し
か
も
曲
り
部
落
に
は
そ
の
時
の
遺
物
と
伝
え
ら
れ
る
物
が
秘

蔵
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
説
で
は
、
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
宗
賀
茂
の
叛
乱
に
七
代
貞
重
が
筑
前
か
ら
兵
を
率
い
て
来
島

の
お
り
、
武
藤
氏
の
船
大
将
大
曲
氏
が
鐘
ケ
崎
の
船
方
を
引
き
連
れ
て
き
た
の
が
、
曲
り
海
士
の
発
祥
で
あ
る
と
い
う
。
前
説

は
あ
ま
り
に
も
神
秘
的
な
所
が
多
く
、
後
説
は
伝
承
と
し
て
は
面
白
い
し
、
こ
の
説
に
拠
る
者
が
あ
り
、
天
皇
供
奉
説
も
後
世

安
徳
天
皇
御
動
座
説
が
起
こ
っ
て
か
ら
の
伝
承
で
あ
ろ
う
と
す
る
の
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

船
方
は
そ
の
後
留
ま
っ
て
こ
の
国
に
住
ん
だ
。
そ
し
て
そ
の
子
孫
は
、
州
の
海
辺
に
住
ん
で
蜑
と
な
り
、
鮑
を
取
る
こ
と
を

許
さ
れ
た
。
宗
氏
が
魚
物
を
室
町
将
軍
家
に
進
上
し
た
の
は
全
て
蜑
の
漁
獲
で
、
こ
れ
が
「
曲
り
文
書
」
に
し
ば
し
ば
見
え
る

京
進
の
公
事
な
の
で
あ
る
。

　

捕
鯨
業
が
興
る
と
男
は
鯨
と
り
に
出
か
け
た
。
春
鯨
が
伊
奈
方
面
に
現
れ
る
頃
に
な
る
と
、
イ
カ
や
マ
グ
ロ
を
突
い
た
技
術

を
生
か
し
て
遠
征
し
た
。
一
方
、
女
は
干
し
鮑
を
長
崎
俵
物
廻
に
す
る
必
要
か
ら
家
船
よ
り
陸
上
に
移
っ
た
。
曲
り
の
海
女
部

落
は
、
こ
う
し
て
で
き
た
。
鐘
ケ
崎
が
親
村
な
ら
、
曲
り
は
そ
の
分
村
で
あ
り
、
枝
村
で
あ
っ
た
。

　

享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
）
以
後
、
俵
物
が
増
大
し
、
曲
り
海
女
の
稼
ぎ
は
増
え
た
。
一
方
同
じ
流
れ
を
く
む
小
値
賀
海
士

は
男
が
海
に
潜
っ
て
魚
を
と
っ
た
。
こ
の
男
海
士
は
魚
が
主
で
磯
物
は
従
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
値
賀
海
士
は
旅
海
士
（
定
着
し

な
い
海
士
）
と
呼
ば
れ
、
主
に
西
海
岸
で
稼
ぎ
、
冬
は
小
値
賀
に
帰
っ
た
が
、
こ
の
技
術
は
地
方
に
受
け
継
が
れ
、
ツ
ツ
、
ア

レ
部
落
に
は
優
秀
な
地
方
海
士
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
深
い
海
底
の
谷
間
に
潜
り
、
巨
大
な
ア
ラ
、
ア
コ
ウ
、

イ
シ
ダ
イ
等
を
突
い
て
く
る
。
今
も
こ
の
技
術
に
優
れ
た
人
が
ツ
ツ
、
ア
レ
部
落
な
ど
に
い
る
。

　

曲
り
は
海
女
部
落
と
し
て
知
ら
れ
た
が
、
も
と
は
海
士
で
も
あ
っ
た
。
水
軍
の
船
方
と
し
て
活
動
し
、
又
鯨
組
の
ハ
ザ
シ）

7
（

（
鯨
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に
モ
リ
を
打
ち
込
む
人
）
と
し
て
、
勇
壮
な
男
ぶ
り
を
示
し
た
海
士
で
あ
っ
た
。（
同
雑
誌pp.13

～
）

　

以
上
は
、
対
馬
調
査
の
報
告
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
の
「
曲
り
」
と
「
小
値
賀
」
の
対
比
は
、
壱
岐
で
の
「
八
幡
」
と
「
小
崎
」

の
比
較
に
対
応
す
る
。
い
ろ
ん
な
意
味
で
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
対
比
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
「
鴨
居
瀬
と
鶏
知
の
高
浜
に
船
住
居
し
て
残
っ
た
。」
と
い
う
聞
き
取
り
は
非
常
に
重
要
で
、
蜑
た
ち
が
陸
上
定
住
す
る
前
は
、

「
船
住
居
（
家
船
）」
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
家
船
」
と
い
え
ば
、『
日
本
民
俗
事
典
』（
弘
文
堂
）
も
い
う
よ
う
に
「
瀬
戸
家
船
」「
崎

戸
家
船
」「
幸
ノ
浦
家
船
」「
中
戸
家
船
」「
樫
の
浦
家
船
」
な
ど
長
崎
県
の
沿
岸
を
根
拠
地
と
す
る
漂
泊
民
を
想
起
さ
せ
る
が
、
上

記
の
対
馬
の
曲ま

が
り、
壱
岐
の
小
崎
、
あ
る
い
は
五
島
の
笛
吹
な
ど
も
こ
れ
に
深
く
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
鯨
組
の
ハ
サ
シ
も
重

要
で
あ
っ
た
。
以
下
に
も
し
ば
し
ば
話
題
に
な
る
よ
う
に
、「
小
崎
の
ハ
サ
シ
」
は
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
輝
か
し
い
ポ
ジ
シ
ョ

ン
に
あ
り
、
そ
の
呼
称
は
賞
賛
の
象
徴
そ
の
も
の
と
し
て
あ
っ
た
。

　

執
筆
者
（
中
田
安
穂
さ
ん
）
は
、
よ
く
聞
き
書
き
調
査
を
実
施
し
、
関
係
報
告
書
な
ど
の
文
献
探
索
も
踏
ま
え
て
お
り
、
丁
寧
な

記
述
ぶ
り
が
目
立
つ
。
特
に
異
見
、
異
説
に
対
す
る
評
価
に
丁
寧
さ
が
ひ
か
り
、
壱
岐
と
対
馬
で
は
様
々
な
点
で
異
な
る
部
分
が
あ

る
の
で
は
あ
る
が
、
共
通
す
る
伝
承
も
あ
り
、
そ
の
違
い
が
ク
リ
ア
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
の
信
頼
関
係
も

十
分
な
よ
う
で
、
微
妙
な
部
分
の
記
述
も
実
態
を
反
映
さ
せ
る
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。

「
島
人
」
第
三
号
（
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
一
日
）
に
は
「
小
崎
の
海
士
に
つ
い
て
」（
長
門
恵
子
さ
ん
執
筆
）
と
い
う
報
告
が
載
っ

て
い
る
。

　

小
崎
の
海
士
は
、
今
か
ら
三
百
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
昔
は
海
女
だ
っ
た
の
が
、
今
は
海
士
に
変
わ

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
何
時
頃
変
わ
っ
た
の
か
い
ま
だ
に
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
の
小
崎
の
海
士
た
ち
は
、
だ
い

た
い
五
十
人
く
ら
い
で
す
。
年
齢
別
に
分
け
て
み
る
と
、
三
十
～
四
十
台
の
人
が
一
番
多
く
、
次
に
二
十
台
、
五
十
台
の
順
に
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な
っ
て
い
ま
す
が
、
小
崎
の
海
士
た
ち
は
、
今
の
福
岡
県
の
か
ね
島
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
来
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
崎
の

部
落
の
ほ
と
ん
ど
の
家
が
漁
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
他
は
大
工
、
商
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
家
も
あ
り
ま
す
。
海
士
た
ち
が
沖

へ
出
か
け
る
時
は
、
も
ち
ろ
ん
自
分
の
家
の
船
で
行
き
ま
す
が
、
船
は
だ
い
た
い
二
～
三
ト
ン
積
で
、
一
艘
の
船
に
三
人
ま
た

は
三
人
以
上
乗
っ
て
い
れ
ば
、
仕
事
が
し
や
す
い
そ
う
で
す
。

　

船
の
上
で
の
役
割
は
、
一
人
は
船
長
（
舵
を
取
る
人
）、
一
人
は
ロ
ー
ラ
ー
を
操
作
す
る
人
（
分
銅
〈
ど
ん
ぶ
り
〉
を
上
下
す
る

人
）、
潜
る
人
と
三
人
い
る
わ
け
で
す
。
人
手
が
足
り
な
い
と
き
は
、
農
家
の
暇
な
人
を
雇
っ
て
沖
に
行
き
ま
す
。

　

そ
し
て
海
士
た
ち
が
沖
に
行
く
と
き
持
っ
て
い
く
道
具
は
、
水
中
メ
ガ
ネ
、
潜
水
服
（
こ
れ
は
昭
和
三
十
八
年
頃
か
ら
導
入
）、

ベ
ル
ト
、
ほ
こ
、
鮑
が
ね
、
鮑
や
サ
ザ
エ
を
入
れ
る
袋
（
鮑
袋
）、
釣
り
道
具
な
ど
で
す
。

　

海
士
た
ち
が
沖
に
出
か
け
る
時
は
、
天
気
の
様
子
を
よ
く
見
て
か
ら
出
か
け
る
が
、
雨
、
風
が
強
い
時
、
台
風
の
時
は
沖
に

は
出
て
い
き
ま
せ
ん
。
ま
た
時
期
に
よ
っ
て
昼
の
長
さ
が
違
う
の
で
、
夏
と
冬
の
出
か
け
る
時
間
、
働
く
時
間
が
違
い
ま
す
。

夏
は
朝
七
時
ご
ろ
行
っ
て
、
夕
方
六
時
前
後
に
帰
っ
て
き
ま
す
。
冬
は
八
時
こ
ろ
行
っ
て
、
四
～
五
時
こ
ろ
帰
っ
て
き
ま
す
。
鮑
、

サ
ザ
エ
が
取
れ
る
時
期
と
し
て
は
、
冬
が
一
番
と
れ
る
そ
う
で
す
。
で
も
冬
は
寒
さ
が
厳
し
く
、
海
水
も
冷
た
い
の
で
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
を
持
っ
て
行
き
ま
す
。
前
は
炭
火
を
持
っ
て
行
っ
た
そ
う
で
す
。
冬
以
外
に
寒
い
時
も
、
や
っ
ぱ
り
石
油
ス
ト
ー
ブ

を
持
っ
て
行
き
ま
す
。

　

海
士
た
ち
が
海
に
入
る
と
き
は
、
黒
の
潜
水
服
を
着
て
（
前
は
裸
で
泳
い
で
い
た
そ
う
で
す
）、
水
中
眼
鏡
を
か
け
、
ベ
ル
ト

を
し
て
、
鮑
が
ね
を
持
っ
て
、
鮑
袋
を
首
に
か
け
、
五
～
二
十
五
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
潜
り
ま
す
。
獲
っ
て
き
た
鮑
、
サ
ザ
エ

な
ど
は
、
漁
業
協
同
組
合
に
売
り
ま
す
。
一
日
の
う
ち
で
一
番
獲
れ
た
時
、
お
金
に
し
て
二
万
円
く
ら
い
で
、
獲
れ
な
か
っ
た

時
は
二
千
円
く
ら
い
で
す
。（
同
雑
誌pp.33

～
）

　

こ
こ
の
記
述
で
興
味
深
い
の
は
、
か
つ
て
は
小
崎
も
海
女
で
あ
っ
た
、
つ
ま
り
女
蜑
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
八
幡
蜑
（
芦
辺
町
）
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と
の
比
較
を
後
述
す
る
が
、
現
在
で
は
、
小
崎
蜑
は
男
性
、
八
幡
蜑
は
女
性
と
一
般
的
に
は
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
考
え
る
と
、

こ
の
伝
承
は
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
小
崎
蜑
が
筑
前
（
福
岡
）
鐘
崎
（
か
ね
島
）
か
ら
の
移
住
に
か
か
っ
て
成
立

し
た
と
い
う
伝
承
に
従
え
ば
、『
民
俗
学
辞
典
』（
東
京
堂
）
も
言
う
よ
う
に
、
鐘
崎
は
女
蜑
で
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、「
か

つ
て
小
崎
も
女
蜑
で
あ
っ
た
」
と
の
伝
承
は
整
合
性
が
と
れ
る
よ
う
に
思
う
。
あ
る
い
は
し
か
し
、
聞
き
取
り
で
も
事
情
が
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
も
っ
と
別
な
因
由
が
想
定
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
に
八
幡
海
女
に
つ
い
て
の
報
告
を
見
よ
う
。「
島
人
」
第
四
号
（
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
一
日
刊
）
に
「
八
幡
の
海
女
」（
下
条
加

代
子
さ
ん
執
筆
）
と
い
う
報
告
が
あ
る
。

　

八
幡
は
壱
岐
の
西
側
（
芦
辺
町
）
に
あ
り
、
二
百
二
十
戸
の
家
が
あ
っ
て
、
海
女
で
有
名
な
町
で
あ
る
。
海
女
は
一
年
中
で

は
な
く
、
五
月
の
下
旬
か
ら
十
月
の
下
旬
の
間
で
、
約
半
年
間
、
漁
が
行
わ
れ
る
。
海
女
に
は
「
オ
ン
ア
マ
」、「
女
海
女
」（
メ

ン
ア
マ
）、「
ま
た
コ
ア
マ
」
の
三
つ
が
あ
る
。

　

三
者
は
潜
る
方
法
が
少
し
違
う
。

「
オ
ン
ア
マ
」
…
…
深
さ
二
十
三
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
ロ
ー
プ
に
鉛
を
付
け
た
も
の
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
、
潜
る
。
昔
は
（
手
で
）

引
き
上
げ
て
い
た
が
、
現
在
は
ロ
ー
ラ
ー
で
引
き
上
げ
て
い
る
。

「
メ
ン
ア
マ
」
…
…
深
さ
七
～
八
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
所
を
、
桶
を
浮
か
し
、
そ
れ
に
綱
を
身
体
に
巻
き
付
け
て
潜
る
。

「
ま
た
コ
ア
マ
」
…
…
女
の
人
、
一
人
が
自
分
の
家
の
船
で
、
人
夫
さ
ん
二
人
く
ら
い
雇
っ
て
潜
る
。

　

オ
ン
ア
マ
と
メ
ン
ア
マ
は
海
女
船
仲
間
で
、
同
じ
時
間
、
場
所
で
（
の
潜
り
）
あ
る
が
、
ま
た
コ
ア
マ
は
海
女
船
仲
間
と
は

離
れ
、
自
由
に
で
き
る
。

　

獲
れ
る
種
類
は
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ウ
ニ
（
赤
ウ
ニ
、
紫
ウ
ニ
）、
ガ
ゼ
な
ど
で
あ
る
。
使
用
す
る
道
具
は
昔
か
ら
変
化
が

な
い
。
ウ
ニ
・
ガ
ゼ
を
獲
る
場
合
は
、「
ウ
ニ
カ
ギ
」
を
使
用
。
大
小
あ
る
が
深
さ
に
よ
っ
て
、
使
い
分
け
る
。「
あ
わ
び
」
を
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獲
る
場
合
は
、「
ア
ワ
ビ
ガ
ネ
」
を
使
用
。「
あ
わ
び
お
こ
し
」
と
も
い
う
。
海
女
は
小
の
方
で
、「
ま
た
コ
ア
マ
」
は
大
の
方

を
使
用
す
る
。

　

海
女
の
年
齢
は
、
若
い
人
で
十
六
歳
、
一
番
年
上
の
方
で
、
六
十
八
歳
で
あ
る
が
、
収
穫
は
若
い
人
の
ほ
う
が
多
い
。
海
女

の
中
で
一
番
多
い
の
が
、
十
九
歳
～
三
十
五
歳
の
間
の
年
齢
の
方
で
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
は
一
般
的
に
耳
を
傷
め
て
い
る
人
が

多
い
。
耳
の
保
護
の
た
め
、
ガ
ム
を
か
ん
だ
後
を
耳
に
入
れ
て
水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

現
在
海
女
・
海
士
の
数
は
、
約
二
百
五
十
名
で
、
そ
の
う
ち
女
二
百
名
、
男
五
十
名
で
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
の
休
日
は
、「
お

盆
の
四
日
間
」「
旧
六
月
五
日
の
祇
園
」「
旧
六
月
二
十
九
日
の
海
女
祭
り
」
の
三
回
し
か
な
い
。
そ
の
他
に
海
が
荒
れ
て
い
る

場
合
だ
け
で
、
比
較
的
休
日
が
少
な
い
。
船
の
数
約
二
十
艘
（
一
艘
に
約
十
人
以
上
）。
オ
ン
ア
マ
と
メ
ン
ア
マ
の
人
が
分
か
れ

て
乗
る
。

　

漁
に
出
る
時
間
は
、

　

朝
潮
…
…
朝
五
時
～
六
時
と
普
通
よ
り
早
く
出
る
。
午
前
七
時
頃
～
午
後
五
時
頃
ま
で
仕
事
す
る
。

　

晩
潮
…
…
潮
が
遅
く
引
く
た
め
、
昼
よ
り
出
か
け
る
。
午
前
十
一
時
～
午
後
六
時
頃
ま
で
。

　

こ
れ
ら
は
潮
の
引
き
、
満
ち
の
状
態
に
よ
っ
て
、
仲
間
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
獲
る
場
所
を
変
更
さ
せ
る
。
水
揚
げ
は
一

日
平
均
三
千
円
。
半
年
間
平
均
三
十
万
～
四
十
万
で
収
入
は
わ
り
に
多
い
が
、
現
在
は
昔
と
比
べ
る
と
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
し
か
し
単
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
昔
よ
り
獲
れ
る
量
は
減
っ
て
い
る
が
、
収
入
は
同
じ
く
ら
い
で
あ
る
。

　

海
女
さ
ん
と
し
て
一
人
前
に
な
る
に
は
、
四
年
間
は
か
か
る
そ
う
で
、
潜
る
場
所
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
も
の
が
ど
の
よ
う
な

場
所
に
い
る
か
を
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
四
年
間
で
上
達
し
な
い
人
は
先
の
見
込
み
が
な
い
と
言
わ
れ
る
。

�

（
同
雑
誌pp.24

～
）

　

こ
の
記
述
か
ら
も
八
幡
蜑
は
海
女
、
す
な
わ
ち
女
蜑
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
四
分
の
一
（
五
十
名
）
で
は
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あ
る
が
、
現
に
男
蜑
も
存
在
し
、
つ
ま
り
海
士
も
存
在
し
て
い
る
と
い
う
他
は
な
い
。
小
崎
海
士
の
所
で
も
見
た
よ
う
に
、
今
現
在

小
崎
は
男
蜑
、
す
な
わ
ち
海
士
の
み
で
あ
る
が
、
小
崎
に
あ
っ
て
も
昔
の
時
点
で
の
女
性
の
関
与
が
語
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
こ
と

は
、
小
崎
で
あ
れ
、
八
幡
で
あ
れ
、
中
心
が
海
士
か
海
女
か
と
い
う
こ
と
で
、
様
々
な
変
異
が
経
過
に
は
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
か
ろ
う
か
。

「
島
人
」
第
十
号
（
昭
和
五
十
年
十
二
月
一
日
）
に
「
海
神
信
仰
の
ハ
ラ
ホ
ゲ
地
蔵
」（
野
本
政
宏
さ
ん
執
筆
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

次
に
一
部
引
用
し
て
み
よ
う
。

　

地
蔵
信
仰
の
厚
い
、
こ
の
八
幡
浦
は
、
長
崎
県
壱
岐
郡
芦
部
町
諸
吉
本
村
触
に
所
属
し
、
島
の
東
に
突
き
出
た
八
幡
半
島
に

位
置
し
て
い
る
。
古
く
伊
勢
か
ら
き
て
住
み
着
い
た
と
い
う
こ
の
八
幡
浦
は
、
現
在
戸
数
二
百
三
十
三
、
人
口
一
〇
九
八
人
（
男

五
二
九
人
、
女
五
六
九
人
）
で
、
オ
ン
ナ
ア
マ
を
主
と
す
る
海
人
・
網
漁
・
運
搬
を
業
と
す
る
活
気
の
あ
る
漁
業
の
浦
町
で
あ
る
。

�

（
同
雑
誌pp.61

～
）

　

こ
こ
で
も
八
幡
浦
は
、
オ
ン
ナ
ア
マ
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
海
女
の
漁
労
を
い
っ
て
い
た
。
古
く
伊
勢
か
ら
き
て
住
み
着
い
た

と
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
伊
勢
海
女
の
伝
統
を
引
く
も
の
の
よ
う
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
や
は
り
八
幡
蜑
は
海
女
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
上
に
も
述
べ
た
通
り
、
海
士
（
男
蜑
）

が
絶
対
的
に
排
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
オ
ン
ナ
ア
マ
を
主
と
す
る
」
と
い
う
言
い
方
（
定
義
）
に
落
着
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

　

次
に
「
島
人
」
第
四
号
（
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
一
日
）
に
「
小
崎
海
士
の
信
仰
」
と
題
す
る
報
告
（
長
門
恵
子
さ
ん
執
筆
）
が
あ
り
、

以
下
に
引
い
て
み
る
。
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〇�

一
年
の
初
め
、
一
月
二
日
は
「
で
ぞ
め
式
」
と
い
っ
て
沖
に
は
い
か
な
く
て
、
近
海
に
出
て
行
っ
て
す
ぐ
戻
っ
て
き
て
船
に

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
、
サ
ト
イ
モ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ト
ウ
フ
、
餅
な
ど
を
煮
て
あ
げ
て
、
神
主
さ
ん
に
拝
ん

で
も
ら
う
。

〇�
旧
の
六
月
十
五
日
に
は
、
昔
海
士
さ
ん
が
沖
で
何
か
不
意
の
事
故
で
、
水
死
さ
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。
だ
か
ら
、

こ
の
日
は
沖
に
出
て
行
か
な
い
。

〇
十
月
三
十
一
日
を
過
ぎ
る
と
、
冬
季
の
休
み
に
な
り
、
神
様
参
り
に
行
く
。（
祈
願
ほ
ど
き
）

〇�

昔
、
船
か
ら
海
に
飛
び
込
む
と
き
、
初
大
神
宮
さ
ん
、
瀬
の
神
さ
ん
、
宮
地
獄
さ
ん
、
男
獄
さ
ん
、
金
毘
羅
さ
ん
、
に
っ
て

ん
（
太
陽
）、
が
っ
て
ん
（
月
）、
ポ
イ
ッ
、
し
や
せ
よ
う
（
た
く
さ
ん
と
れ
る
よ
う
に
）、
と
い
っ
て
飛
び
込
ん
で
い
た
。

〇�

一
舟
に
潜
る
人
が
二
人
以
上
乗
っ
て
い
た
の
で
、
先
に
潜
っ
た
人
が
、
後
か
ら
潜
っ
て
い
く
人
と
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
、
後
か
ら
潜
っ
て
い
く
人
は
船
端
を
叩
い
て
ホ
ィ
ッ
と
合
図
し
て
か
ら
飛
び
込
ん
で
い
た
。

〇�

櫓
を
押
し
て
沖
に
出
て
い
た
こ
ろ
、
そ
の
櫓
が
瀬
に
ぶ
つ
か
る
と
、
海
に
綱
の
切
れ
端
か
何
か
を
投
げ
込
ん
で
断
り
を
言
っ

て
い
た
。

〇�

親
戚
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
、
神
様
に
参
ら
な
い
間
は
、
小
浜
（
瀬
の
真
ん
中
に
砂
が
あ
る
所
）
の
近
辺
を
潜
っ
て
は
い
け
な

い
。

〇
船
の
上
で
四
つ
足
の
つ
い
た
動
物
の
話
を
し
て
は
い
け
な
い
。（
同
雑
誌pp.42

～
）

　

小
崎
の
特
徴
と
し
て
上
記
の
よ
う
な
禁
忌
を
含
む
様
々
な
タ
ブ
ー
が
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
小
崎
が
他
の
地
区
と
違
う
民
間
信

仰
的
要
素
を
含
み
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

次
に
「
島
人
」
第
七
号
（
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
〇
日
刊
）
の
「
渡
良
合
宿
紀
行）

8
（

」
を
紹
介
し
た
い
。
そ
の
中
で
「
伝
承
」
の
項

に
記
さ
れ
た
記
事
は
非
常
に
興
味
深
い
（
武
田
と
よ
子
さ
ん
執
筆
）。
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小
崎
部
落
の
翁
、
川
辺
音
之
助
氏
（
六
十
八
歳
）
を
訪
ね
て
昔
か
ら
伝
わ
る
伝
説
を
話
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
伝
説
は
次
の
如
し
。

◇
み
こ
し
か
つ
ぎ

　

昔
、
お
祭
り
の
時
、
農
業
を
営
む
麦
谷
触
の
人
と
漁
業
を
営
む
小
崎
浦
の
人
が
け
ん
か
を
し
た
。
そ
し
て
、
麦
谷
触
の
人
が

勝
利
を
得
た
が
、
い
つ
も
麦
谷
触
の
人
に
は
、
み
こ
し
を
担
が
せ
な
く
て
小
崎
浦
の
人
が
、
み
こ
し
を
担
い
で
い
た
も
の
だ
か

ら
、
麦
谷
触
の
人
が
み
こ
し
を
担
ご
う
と
し
て
も
、
神
様
が
乗
り
移
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
小
崎
浦
に
み
こ
し
を
担
ぐ
よ
う

に
頼
み
に
来
た
。
そ
う
す
る
と
、
神
様
は
す
ぐ
に
乗
り
移
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
小
崎
の
人
た
ち
が
海
水
で
体
を
い
つ
も
清
め

て
い
る
か
ら
だ
。
い
い
か
え
る
と
、
小
崎
の
人
た
ち
は
、
こ
や
し
を
か
ぐ
よ
う
な
、
下
（
し
も
）
の
こ
と
を
し
な
か
っ
た
の
で
、

自
分
た
ち
の
方
が
生
活
上
、
麦
谷
触
よ
り
良
い
と
い
う
よ
う
な
誇
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。（
同
雑
誌pp.60

～
）

　

こ
こ
で
は
農
業
と
海
士
の
漁
業
と
の
対
比
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
よ
り
神
に
近
く
親
炙
す
る
の
は
、
海
士
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の

理
由
を
、
下
肥
を
扱
う
農
業
と
カ
ズ
ク
業
で
あ
る
海
士
の
対
比
に
求
め
、
下
肥
を
汚
穢
と
捉
え
、
海
に
潜
り
日
々
、
身
を
清
め
て
い

る
小
崎
の
海
士
を
清
浄
と
し
た
。
こ
の
対
比
で
、
清
浄
な
身
体
の
海
士
は
神
に
親
炙
し
、
神
と
相
性
が
良
い
の
で
、
神
が
乗
り
移
っ

て
神
輿
を
担
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
説
く
。
神
に
選
ば
れ
た
民
と
い
う
、
特
有
の
選
良
（
エ
リ
ー
ト
）
意
識
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
こ
に
は
、
木
地
屋
（
惟
喬
親
王
の
勅
許
状
）、
ま
た
ぎ
、
踏
鞴
師
な
ど
と
い
っ
た
漂
泊
民
社
会
に
見
ら
れ
る
、
他
と
別

し
て
許
可
さ
れ
た
と
い
っ
た
も
の
で
、
一
種
の
信
仰
的
と
も
い
え
る
エ
リ
ー
ト
感
覚
で
あ
ろ
う
か
。
小
崎
蜑
の
特
権
性
を
も
う
一
つ
。

ふ
つ
う
鮑
を
獲
っ
て
も
よ
い
場
所
は
、
各
人
地
域
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
小
崎
海
士
は
太
閤
秀
吉
の
俵
物
許
可
状
が
あ
る
の
で
、

ど
こ
で
も
獲
っ
て
よ
い
。

「
渡
良
合
宿
紀
行
」
の
記
事
に
も
う
一
つ
「
墓
地
」
の
記
述
が
あ
る
（
大
畑
裕
美
さ
ん
執
筆
）。
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小
崎
部
落
の
墓
地
は
、
部
落
の
北
東
の
方
向
の
丘
の
上
に
あ
り
、
密
集
し
て
い
る
。
触
で
は
、
個
人
個
人
の
墓
地
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
他
の
浦
と
同
じ
よ
う
に
小
崎
だ
け
の
共
同
墓
地
で
あ
る
。
墓
地
は
背
を
東
の
方
に
向
け
て
い
て
、
納
骨
堂
な
ど
は

全
く
な
く
、
古
い
墓
が
多
い
。
ふ
つ
う
の
墓
と
の
形
の
違
い
を
言
え
ば
、
木
で
造
ら
れ
て
い
る
家
の
形
を
し
た
墓
が
あ
る
。
小

崎
浦
の
墓
地
は
、
江
戸
時
代
の
海
士
の
墓
で
あ
り
、
鯨
組
の
ハ
ザ
シ
と
し
て
、
ま
た
、
水
夫
の
墓
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
墓
地

を
深
く
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。（
同
雑
誌pp.64

）

　

古
い
墓
と
は
、「
ソ
ヤ
」
の
こ
と
で
、「
木
で
造
ら
れ
て
い
る
家
の
形
を
し
た
墓
」
と
あ
り
、
江
戸
時
代
の
海
士
の
墓
だ
と
も
言
っ

て
い
た
。
つ
ま
り
こ
の
生
徒
に
は
、
も
は
や
「
ソ
ヤ
」
は
見
知
ら
ぬ
墓
上
装
置
で
あ
り
、
前
代
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
す
っ
か
り
失
わ

れ
て
い
た
。
し
か
し
二
〇
一
七
年
三
月
、
真
新
し
い
ソ
ヤ
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
に
詣
で
て
い
る
家
族
に
筆
者
は
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
。

伺
え
ば
、
半
年
ほ
ど
前
に
亡
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
家
族
は
大
阪
に
住
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
二
〇
一

七
年
現
在
も
こ
の
共
同
墓
地
は
同
じ
場
所
に
あ
り
、
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
墓
地
は
家
並
み
の
二
階
屋
根
よ
り
も
は
る
か
に
高

く
テ
ラ
ス
状
に
広
が
っ
て
お
り
、
村
の
中
を
車
で
走
っ
て
も
、
切
り
立
っ
た
こ
の
高
台
の
上
に
墓
地
が
あ
る
と
は
気
づ
か
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
共
同
墓
地
の
陸
側
は
ほ
と
ん
ど
石
塔
墓
で
占
め
ら
れ
、
非
常
に
立
派
な
も
の
が
多
い
。「
ソ
ヤ
」
は
海
側
に
広
が
り
、

草
生
し
て
あ
ま
り
手
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
印
象
で
あ
っ
た
。

「
渡
良
合
宿
紀
行
」
の
も
う
一
つ
の
報
告
「
和
泉
屋　

ヒ
ゴ
屋
」
を
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
に
は
海
士
と
両
家
と
の
関
係
構
造
が
語

ら
れ
る
（
末
永
隆
之
さ
ん
執
筆
）。

　

渡
良
浦
に
居
を
構
え
て
い
た
和
泉
屋
は
「
い
ず
も
」
か
ら
来
た
武
士
で
あ
り
、
ま
た
ヒ
ゴ
屋
は
「
ヒ
ゴ
」
か
ら
き
た
武
士
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
両
家
は
小
崎
浦
の
人
々
に
と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
小
崎
浦
の
人
々
は
海
士
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だ
け
で
生
活
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
両
家
の
海
産
問
屋
か
ら
海
産
物
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
浦
の
人
々
は
、
和
泉
屋

か
ら
買
っ
て
も
ら
う
も
の
（
和
泉
屋
ブ
シ
）
と
ヒ
ゴ
屋
か
ら
買
っ
て
も
ら
う
も
の
（
ヒ
ゴ
屋
ブ
シ
）
と
が
あ
っ
た
が
、
和
泉
屋
か

ら
買
っ
て
も
ら
う
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
小
崎
浦
の
人
々
は
こ
の
両
家
を
親
方
・
殿
様
と
呼
ん
で
い
た
。
ま
た
渡
良
浦
の

人
々
に
と
っ
て
も
こ
の
両
家
は
重
要
な
役
割
を
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

現
在
で
は
、
和
泉
屋
は
屋
敷
跡
が
残
っ
て
お
り
、
丘
の
上
に
は
墓
が
あ
る
。
ま
た
ヒ
ゴ
屋
は
今
も
な
お
屋
敷
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
。（
同
雑
誌pp.65

）

　

と
あ
っ
て
、
小
崎
が
特
殊
で
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
側
面
を
照
ら
し
出
す
も
の
で
あ
っ
た
。
小
崎
に
は
耕
地
が
な
く
海
士
に
特
化
し
、

海
産
品
に
生
活
の
糧
を
得
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
海
産
品
を
捌
く
、
い
わ
ば
商
社
的
役
割
を
ヒ
ゴ
屋
・
和
泉
屋
に
頼
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
結
び
つ
き
が
必
須
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
話
題
は
、
山
口
麻
太
郎
氏
も
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
伝
承

と
の
間
に
興
味
深
い
か
か
わ
り
を
示
し
て
い
る
（
後
述
）。
生
徒
の
聞
き
書
き
も
な
か
な
か
に
興
味
深
い
。

　

さ
ら
に
「
渡
良
合
宿
紀
行
」
に
は
興
味
深
い
報
告
が
載
る
。「
浦
の
有
名
人
」（
武
田
と
よ
子
さ
ん
執
筆
）
で
「
ハ
ザ
シ
」
が
書
か

れ
て
い
た
。

　

小
崎
部
落
で
有
名
と
い
え
る
人
、
そ
れ
は
佐
野
屋
吉
之
助
で
あ
る
。
今
は
も
う
亡
く
な
っ
て
、
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
が
、
小

崎
浦
で
最
も
有
名
な
ハ
ザ
シ
で
あ
り
、
又
海
士
で
あ
っ
た
。
佐
野
屋
に
は
、
昔
ク
ジ
ラ
包
丁
が
あ
っ
た
。
海
豚
の
よ
う
に
上
手

に
泳
ぎ
、
ク
ジ
ラ
包
丁
で
、
ク
ジ
ラ
の
鼻
を
切
り
、
ロ
ー
プ
を
通
し
て
綱
に
括
り
付
け
た
人
と
い
わ
れ
る
。
小
崎
で
二
分
間
も

の
間
、
海
中
に
潜
る
息
の
長
い
人
は
い
な
い
。
呼
子
と
壱
岐
間
の
海
中
に
三
十
三
ピ
ロ
も
潜
り
、
海
底
よ
り
砂
を
取
っ
て
き
た

人
で
あ
る
の
で
、「
ク
ジ
ラ
ぐ
ら
い
の
息
の
長
さ
が
あ
っ
た
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
話
を
さ
れ
た
川
辺
音
之
助
氏
（
六

十
八
歳
）
も
吉
之
助
と
同
じ
船
に
乗
っ
て
、
鮑
獲
り
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
た
。（
同
雑
誌pp.67

）
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小
崎
の
特
色
と
い
う
か
、
個
性
と
い
う
か
、
小
崎
が
特
徴
あ
る
地
点
と
し
て
輝
い
て
い
た
時
代
の
職
が
鯨
組
で
あ
り
、
明
治
初
期

に
至
る
歴
史
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
八
九
頁
で
述
べ
た
。
ま
た
捕
鯨
業
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
竹
下
力
雄
氏
『
郷
土
史　

わ
た
ら
』

に
詳
細
が
あ
る
。

　

以
上
、
雑
誌
「
島
人
」
を
見
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
展
開
さ
れ
た
世
界
は
、
筆
者
の
こ
の
度
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
（
二

〇
一
四
年
～
一
七
年
）
を
凌
駕
す
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
重
な
ら
な
い
部
分
も
あ
っ
た
が
、「
島
人
」
第
一
号
が
昭

和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
真
摯
な
壱
岐
商
業
高
校
「
郷
土
社
会
同
好
会
」
の
会
員
の
生
徒
諸
君
、
指
導
に

当
た
ら
れ
た
先
生
方
、
そ
し
て
地
域
の
心
寄
せ
を
し
て
下
さ
る
方
々
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
三
位
一
体
が
こ
こ
に
素
晴
ら
し
い
成
果
を

上
げ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
五
十
年
前
と
い
う
当
時
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
も
捨
て
が
た
い
。
ま
だ
小
崎
を
含
む
渡

良
浦
、
郷
ノ
浦
町
、
ひ
い
て
は
壱
岐
島
全
体
の
民
俗
が
、
そ
れ
な
り
の
実
感
を
持
っ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
、
当
地
に
生
活
す
る
若
い
人
々
に
よ
る
調
査
で
あ
る
こ
と
が
強
み
で
あ
っ
た
。
雑
誌
「
島
人
」
の
世
界
は
、
ま
さ
に

そ
の
時
代
、
雰
囲
気
、
社
会
を
映
す
鏡
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
当
時
の
様
々
が
読
み
取
れ
る
。

第
二
節　

山
口
麻
太
郎
氏
「
壱
岐
の
小
崎
蜑
に
つ
い
て
」　

　

山
口
麻
太
郎
氏
は
、
壱
岐
島
を
離
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
生
涯
に
わ
た
り
壱
岐
で
の
民
俗
学
研
究
に
従
事
し
、
柳
田

國
男
や
折
口
信
夫
な
ど
と
深
く
交
流
し
、
壱
岐
の
民
俗
文
化
研
究
を
深
化
・
追
究
・
展
開
さ
れ
た
民
俗
学
者
で
、
ま
さ
に
壱
岐
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
敬
仰
お
く
能
わ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
論
考
「
壱
岐
の
小
崎
蜑
に
つ
い
て
」（「
社
会
経
済
史
学
」
第
三
巻
第
二
号
、
昭
和
八
年
五
月
刊
）
の
冒
頭
は
、
な
か
な
か
衝

撃
的
な
言
葉
か
ら
出
発
す
る
。
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壱
岐
に
は
小
崎
（
渡
良
村
）、
八
幡
（
田
河
村
）
の
両
蜑
が
、
別
々
に
部
落
し
て
い
る
。
八
幡
蜑
は
伊
勢
か
ら
来
た
と
言
わ
れ
、

小
崎
蜑
は
筑
前
の
鐘
崎
か
ら
来
た
の
だ
と
私
は
聞
い
た
。
折
口
氏
は
小
崎
蜑
は
筑
前
の
志
賀
島
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
と
記
さ

れ
て
い
る
が
如
何
か
。
八
幡
蜑
は
女
が
主
と
し
て
潜
る
の
で
あ
る
が
、
小
崎
蜑
は
男
ば
か
り
で
あ
る
。
小
崎
に
も
も
と
は
女
蜑

も
い
た
ら
し
く
、
か
す
か
に
記
憶
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
極
め
て
稀
な
例
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
八
幡
蜑
は
次
第
に
向
上
し

て
、
今
日
で
は
真
に
自
力
更
生
の
曙
光
を
仰
い
で
い
る
の
に
反
し
て
、
小
崎
蜑
ば
か
り
は
年
々
減
っ
て
来
る
漁
獲
高
と
次
第
に

発
達
し
て
行
く
遠
海
漁
業
、
機
船
漁
業
に
取
残
さ
れ
て
、
よ
く
て
も
酒
、
悪
く
て
も
酒
、
た
だ
酒
ば
か
り
の
中
に
、
百
年
一
日

の
惨
め
さ
を
嘗
め
て
い
る
。
村
の
当
局
か
ら
は
そ
の
更
生
ど
こ
ろ
か
一
の
厄
介
者
と
し
て
冷
視
さ
れ
、
村
の
人
々
か
ら
も
小
崎

者
と
し
て
賤
し
め
ら
れ
村
の
癌
と
し
て
嫌
わ
れ
て
い
る
。（pp.139

～
、
以
下
頁
は
、
山
口
麻
太
郎
著
作
集
第
三
巻
。
以
下
同
じ
。）

　

や
や
び
っ
く
り
す
る
評
価
で
始
ま
る
が
、
そ
こ
は
壱
岐
を
愛
し
て
や
ま
な
い
山
口
氏
で
あ
る
か
ら
、
当
然
し
か
る
べ
き
方
途
が
と

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
安
直
な
処
方
箋
な
ど
で
は
な
く
、「
そ
の
更
生
策
を
説
い
た
り
、
八
幡
蜑
と
小
崎
蜑
と
を
比
較

し
て
そ
の
相
違
の
因
っ
て
来
る
と
こ
ろ
を
論
究
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
双
方
の
認
識
を
完
全
に
す
る
事
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
自
ら
氷
解
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
も
思
う
の
で
あ
る
。」
と
根
源
的
な
問
題
を
問
う
こ
と
か
ら

始
発
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
た
。

　

以
下
、
山
口
氏
の
見
解
を
紹
介
し
つ
つ
、
雑
誌
「
島
人
」
を
も
念
頭
に
、
壱
岐
の
伝
承
の
実
態
に
迫
っ
て
み
た
い
。

【
小
崎
の
経
済
】

　

山
口
氏
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
昭
和
八
年
段
階
の
状
況
で
あ
る
が
、
当
時
小
崎
は
経
済
的
に
振
る
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
一

つ
の
理
由
を
耕
作
す
べ
き
土
地
を
持
た
な
い
こ
と
に
帰
し
て
い
た
。
全
六
十
四
戸
の
う
ち
「
な
に
が
し
か
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る

者
が
二
戸
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
小
作
に
付
し
て
い
て
、
前
記
十
人
組
二
組
を
除
い
て
は
、
副
業
と
し
て
も
農
業
を
営
む
者
は
な
い
。」
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（pp.141

）
と
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
遠
因
は
、
藩
政
時
代
の
「
蜑
に
は
土
地
を
与
え
ず
し
て
沿
岸
の
漁
業
権
の
み
を
与
え
、
百
姓
に
は

土
地
を
割
り
与
え
て
漁
業
を
許
さ
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
在
の
者
は
農
業
を
し
て
そ
の
余
暇
に
は
盛
ん
に
漁
業
を
や
っ
た
。」

（pp.157

）
と
い
う
。
こ
れ
で
は
、
小
崎
蜑
が
次
第
に
貧
し
く
な
っ
て
い
く
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
藩
政
の
歪
ん
だ
あ
り
様
が
小
崎

と
近
隣
と
の
争
い
、
し
ば
し
ば
の
喧
嘩
騒
ぎ
の
も
と
と
な
り
、
結
果
と
し
て
小
崎
蜑
を
近
隣
か
ら
孤
立
さ
せ
、
特
殊
視
さ
せ
る
遠
因

と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
と
の
歴
史
的
当
否
は
別
と
し
て
、
そ
の
よ
う
に
山
口
氏
も
聞
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。　　
　

【
生
業
構
造
の
変
化
】

　

こ
の
ほ
か
に
、
生
業
の
構
造
変
化
の
問
題
が
あ
る
と
い
う
。「
小
崎
蜑
も
明
治
初
年
頃
ま
で
は
、
冬
春
は
鯨
組
に
行
き
、
夏
に
海

士
を
稼
ぎ
、
秋
に
は
セ
モ
ン
ウ
チ
な
ど
を
や
っ
た
。
鯨
組
が
廃
絶
し
て
か
ら
は
、
冬
が
閑
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
や
が
て
大
羽
鰮
の
刺

網
が
こ
の
期
間
を
埋
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
長
く
は
続
か
ず
、
近
年
大
羽
鰮
の
不
漁
は
刺
網
の
全
滅
を
招
来
し
つ

つ
あ
る
。
鰤
の
飼
付
け
も
冬
季
の
も
の
で
あ
る
が
、
網
代
権
が
売
却
さ
れ
て
い
る
の
と
、
そ
れ
で
な
く
て
も
近
年
の
飼
付
の
不
漁
は

休
業
の
余
儀
な
き
に
至
ら
し
め
た
で
あ
ろ
う
。」（pp.144

）
と
い
う
。

　

ま
た
現
代
的
経
済
機
構
に
絡
ま
る
問
題
も
あ
っ
た
と
い
う
。「
刺
網
の
衰
退
に
は
、
単
に
漁
獲
収
入
の
減
少
や
労
力
の
過
剰
ば
か

り
で
な
く
、
も
っ
と
大
き
い
現
代
的
な
経
済
機
構
に
か
ら
ま
る
問
題
が
あ
っ
た
。
刺
網
は
一
帖
に
数
百
金
を
要
す
る
一
種
の
投
資
で

あ
っ
た
。
従
来
全
く
事
業
的
、
投
資
的
に
訓
練
さ
れ
た
事
の
な
か
っ
た
蜑
が
、
変
動
の
最
も
激
し
い
漁
業
に
投
資
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
も
商
人
た
る
魚
問
屋
、
肥
料
製
造
家
と
特
殊
契
約
の
も
と
に
資
金
を
借
り
た
の
で
あ
る
。
危
険
は
事
前
に
明
白
だ
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。」（pp.147

）
と
い
う
要
因
も
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

【
両
家
と
小
崎
】

　

ま
た
さ
ら
に
小
崎
蜑
と
渡
良
浦
の
ご
両
家
〈
肥
後
屋
（
大
島
姓
）
と
和
泉
屋
（
中
山
姓
）〉
と
の
従
属
関
係
の
問
題
が
あ
る
と
い
う
。
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雑
誌
「
島
人
」
の
項
で
も
触
れ
た
が
、
小
崎
は
純
粋
な
蜑
集
落
で
あ
る
が
、
渡
良
浦
は
浦
庄
屋
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
農
家
、
商
家
、

漁
家
の
混
合
集
落
で
、
蜑
だ
け
の
家
は
一
軒
も
な
か
っ
た
。
地
理
的
に
言
う
と
、
実
は
、
小
崎
浦
と
渡
良
浦
と
は
、
渡
良
湾
と
い
う

一
湾
の
中
の
相
隣
す
る
両
入
江
の
小
集
落
で
あ
り
、
ま
さ
に
徒
歩
十
五
分
ほ
ど
の
距
離
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
こ
の
ご
両
家
と
小

崎
民
と
の
間
に
は
、
昔
か
ら
特
別
な
関
係
が
あ
っ
た
。
漁
獲
物
の
斡
旋
や
金
品
の
前
貸
し
な
ど
す
る
点
か
ら
い
う
と
、
漁
師
と
問
屋

と
の
関
係
で
あ
る
が
、
子
供
が
生
ま
れ
る
と
両
家
に
一
々
届
け
て
名
を
付
け
て
貰
い
、
祝
い
酒
を
貰
う
点
は
、
親
子
の
関
係
で
も
あ

る
。
ま
た
両
家
に
は
オ
ヤ
ジ
の
任
命
権
が
あ
り
、
諸
種
の
施
設
や
事
業
に
つ
い
て
も
唯
一
の
采
配
者
で
あ
る
。
小
崎
の
者
も
両
家
に

行
っ
て
は
、
皆
閾
の
所
に
蹲
っ
て
物
を
言
い
、
今
で
も
両
家
の
前
を
通
る
と
き
に
は
我
々
が
神
社
の
前
を
通
る
と
き
の
よ
う
に
頭
を

下
げ
て
通
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
み
る
と
、
主
従
の
様
で
も
あ
り
、
治
者
と
被
治
者
と
の
関
係
の
様
に
も
見
え
る
。」（pp.148

）
と
。

【
家
船
と
定
着
】

　

ま
た
「
小
崎
蜑
は
も
と
家
船
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
ど
こ
に
で
も
死
体
を
埋
め
て
困
る
の
で
、
小
崎
の
地
に
墓
地
を
与
え
た
。
そ
れ

以
来
今
の
処
に
土
着
し
た
の
だ
と
い
う
。（
中
略
）
太
閤
の
朝
鮮
征
伐
の
折
、
水
先
と
し
て
筑
前
鐘
崎
と
肥
前
名
古
屋
と
か
ら
連
れ

て
き
た
蜑
で
あ
っ
た
が
、
帰
途
壱
岐
に
土
着
し
、
そ
の
両
方
の
地
名
か
ら
取
っ
て
古
崎
と
い
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。」（pp.148

）
と

あ
る
。
現
在
の
用
字
は
、「
小
崎
」。

「
小
崎
浦
に
は
大
き
な
榎
が
一
本
あ
っ
て
、
そ
の
側
に
浦
に
た
だ
一
つ
の
大
な
る
共
同
井
戸
が
あ
り
、
そ
の
井
戸
の
側
に
小
さ
な

社
殿
が
建
て
て
あ
る
。
榎
の
根
元
に
も
、
何
か
の
祭
り
場
所
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
ぼ
れ
た
石
祠
が
土
に
埋
ま
っ
て
い
る
。（
中
略
）

水
量
の
豊
富
な
こ
の
大
井
戸
を
中
心
に
、
家
船
の
蜑
が
土
着
し
た
も
の
で
、
そ
の
時
以
来
の
水
神
が
こ
う
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。（
中
略
）
氏
神
様
は
、
村
中
一
社
の
村
社
、
国
津
神
社
で
あ
る
。
こ
の
神
社
は
も
と
シ
カ
の
辻
に
あ
っ
た
ア
ラ
ハ

カ
様
と
い
う
の
を
移
し
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ア
ラ
ハ
カ
様
は
甕
に
入
っ
て
（
あ
る
人
は
う
つ
ろ
船
に
と
い
っ
た
）
神
田
浦
に
漂

着
し
、
渡
良
浦
に
上
ら
れ
た
の
を
高
所
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
の
で
、
シ
カ
の
辻
に
お
祭
り
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
対
馬
か
ら
肥
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前
の
方
を
ず
っ
と
見
渡
す
高
所
で
、
沖
を
通
過
す
る
船
は
帆
を
一
段
下
げ
て
、
こ
の
ア
ラ
ハ
カ
様
に
敬
意
を
表
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。（
中
略
）
国
津
神
社
の
祭
典
に
は
必
ず
小
崎
の
者
が
お
神
輿
か
き
と
し
て
奉
仕
し
、
他
に
オ
カ
ケ
ミ
を
奉
じ
た
者
が
、
二
人
参

加
し
た
。
海
人
を
司
る
い
つ
し
き
神
な
る
が
故
に
小
崎
蜑
も
こ
う
し
て
崇
敬
す
る
の
で
あ
ろ
う
。」（pp.152

）。

　

江
戸
時
代
、
小
崎
の
干
鮑
は
、
長
崎
の
俵
物
役
所
に
集
め
ら
れ
て
幕
府
の
対
外
貿
易
品
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
和

泉
屋
・
肥
後
屋
は
鮑
の
建
値
に
つ
い
て
小
崎
蜑
か
ら
不
満
が
出
た
の
で
、
自
由
販
売
と
し
た
と
こ
ろ
、
販
売
に
訓
練
さ
れ
て
い
な
い

彼
ら
は
、
八
幡
蜑
に
完
全
に
食
わ
れ
て
し
ま
い
、
再
び
両
家
に
頼
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
昭
和
八
年
現
在
、
八
幡
蜑
に
生

鮑
を
売
っ
て
、
干
し
鮑
の
製
造
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

【
小
崎
蜑
と
捕
鯨
】

「
小
崎
蜑
の
全
盛
期
は
、
捕
鯨
の
全
盛
期
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い）

9
（

。
壱
岐
の
捕
鯨
の
盛
期
は
、
弘
化
（
一
八
四
四
―
四
八
）・
嘉

永
（
一
八
四
八
―
五
四
）
を
最
後
と
し
て
、
以
来
次
第
に
衰
運
に
向
か
い
、
明
治
十
年
過
ぎ
に
は
断
絶
し
て
い
る
。
捕
鯨
の
ハ
ザ
シ
は
、

小
崎
蜑
に
限
ら
れ
、
一
組
に
オ
ヤ
ジ
、
二
番
、
三
番
、
四
番
、
五
番
の
五
人
が
い
た
。
浦
上
で
の
一
切
の
指
揮
権
は
、
こ
の
オ
ヤ
ジ

に
あ
っ
た
。
ハ
ザ
シ
は
網
を
被
っ
て
自
由
を
失
っ
た
鯨
に
、
間
近
く
漕
ぎ
寄
せ
て
、
銛
を
打
ち
剣
を
も
っ
て
急
所
を
突
き
、
又
海
に

潜
っ
て
鯨
に
網
を
掛
け
な
ど
す
る
を
任
務
と
し
た
。（
中
略
）
そ
の
漁
期
は
冬
か
ら
初
春
に
か
け
て
の
三
、
四
か
月
で
、
そ
の
間
は

ハ
ザ
シ
の
外
に
舟
子
と
し
て
も
小
崎
か
ら
四
五
人
も
い
っ
た
と
い
う
か
ら
、
浦
中
賑
わ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
ハ
ザ
シ
の
こ
と
を
「
三

月
さ
む
ら
い
」
と
い
う
諺
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
し
て
も
、
そ
の
豪
勢
さ
が
思
わ
れ
る
。
漁
期
三
か
月
間
は
、
武
士
の
よ
う
な
威
勢

を
示
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ハ
ザ
シ
は
一
人
毎
に
草
履
取
が
付
い
て
お
り
、
船
の
上
下
に
も
自
ら
は
足
を
濡
ら
さ
ず
、
人
に
負

わ
れ
て
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」（pp.157

）。

　

小
崎
の
特
殊
性
は
、
実
に
様
々
な
観
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
第
一
節
で
点
検
し
た
雑
誌
「
島
人
」
の
世
界
と
比
較
し

て
み
て
、
伝
承
の
濃
淡
、
詳
細
と
簡
略
と
い
う
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
山
口
麻
太
郎
氏
の
述
べ
る
と
こ
ろ
と
大
な
る
相
違
は
見
出
さ
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れ
な
い
。
つ
ま
り
昭
和
八
年
段
階
と
、
昭
和
四
十
年
代
（
雑
誌
「
島
人
」
の
記
事
）
と
を
比
較
し
て
み
て
、
様
々
な
意
味
で
大
枠
と

し
て
か
な
り
の
点
で
重
な
っ
て
い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
を
は
さ
み
、
社
会
の
激
変
を
こ
こ
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
小

崎
と
い
う
限
定
さ
れ
た
地
理
空
間
、
社
会
を
見
た
場
合
、
基
礎
的
伝
承
に
は
大
き
な
差
異
は
見
出
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
。
し
か
も
、
調
査
・
整
理
し
た
一
方
は
高
校
生
で
あ
り
、
他
方
は
専
門
の
民
俗
学
者
で
あ
る
。
視
点
の
違
う
両
者
に
お
い
て
大
枠

で
重
複
す
る
と
い
う
こ
と
は
、「
伝
承
と
し
て
の
小
崎
社
会
の
基
礎
的
あ
り
様
（
構
造
）」
が
こ
こ
に
、
ほ
ぼ
固
定
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
章　

九
州
の
葬
送
・
墓
制
か
ら
み
る
「
ソ
ヤ
」

　

九
州
七
県
を
見
渡
し
て
み
る
と
「
ソ
ヤ
」
等
一
連
の
墓
上
装
飾
は
、
一
時
代
前
ま
で
は
全
県
で
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
そ
の
状
況
を
簡
略
に
点
検
し
て
み
た
い
。
要
す
る
に
九
州
に
は
様
々
な
墓
上
装
飾
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
九
州
全
域
で
の
あ
り
様
を
点
検
し
て
み
る
と
、
こ
こ
か
ら
壱
岐
、
対
馬
、
隠
岐
へ
と
展
開
す
る
ソ
ヤ
の
方
向
性
が
見
え
て

く
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

『
九
州
の
葬
送
・
墓
制
』（
昭
和
五
十
四
年
・
明
玄
書
房
刊
）
は
、
こ
の
問
い
に
適
切
に
答
え
て
く
れ
る
。
以
下
同
書
に
よ
り
つ
つ
、

県
別
に
簡
略
に
点
検
し
て
い
き
た
い
。

・
福
岡
県

「「
ア
コ
ヤ
」
と
い
っ
て
、
埋
葬
場
の
上
に
屋
形
を
据
え
る
習
わ
し
は
、
ほ
ぼ
筑
前
全
域
に
見
ら
れ
た
と
い
っ
て
い
い
。
し
か
し
早

い
と
こ
ろ
で
は
明
治
期
か
ら
す
た
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
な
か
に
は
戦
後
で
も
散
見
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。（
中
略
）
残
島
の
（
例
で
）

は
、
藁
と
竹
と
細
い
木
と
で
作
ら
れ
た
三
尺
ぐ
ら
い
の
も
の
で
、
内
に
位
牌
や
卒
塔
婆
を
入
れ
た
と
い
う
。
一
年
ぐ
ら
い
そ
の
ま
ま

置
い
て
い
た
と
も
い
う
が
、
な
か
に
は
朽
ち
る
ま
で
置
か
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
葬
式
の
と
き
に
持
っ
て
行
く
の
が
普
通
だ
っ
た
が
、
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玄
海
島
で
は
初
七
日
に
立
て
、
初
盆
に
取
り
払
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。」（pp.61

～
、
以
下
頁
は
『
九
州
の
葬
送
・

墓
制
』）

・
佐
賀
県

「
ヤ
カ
タ
・
イ
タ
ヤ
ネ
・
ガ
ン　

形
の
上
か
ら
も
は
っ
き
り
喪
屋
の
遺
風
と
思
わ
れ
る
の
が
、
唐
津
地
方
で
ヤ
カ
タ
、
上
場
地
方

で
イ
タ
ヤ
ネ
、
小
川
島
で
ガ
ン
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ヤ
カ
タ
の
名
の
通
り
、
霊
魂
の
籠
る
屋
形
（
館
）
で
あ
り
、
屋
根
や

壁
を
板
で
作
っ
た
小
屋
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
イ
タ
ヤ
ネ
と
も
呼
ば
れ
る
。
ガ
ン
は
お
そ
ら
く
龕
（
仏
像
な
ど
の
い
れ
も
の
）
の
字
音

で
あ
ろ
う
。
葬
式
の
と
き
棺
と
と
も
に
運
び
出
し
、
埋
葬
が
済
め
ば
こ
れ
を
土
盛
り
の
上
に
置
き
、
位
牌
や
水
茶
碗
・
香
立
て
な
ど

を
入
れ
て
扉
を
し
め
る
。」（pp.98

）

・
長
崎
県

「
土
葬
の
こ
ろ
の
タ
マ
ヤ
は
三
尺
方
、
高
さ
も
五
、
六
尺
く
ら
い
も
あ
っ
て
、
風
に
飛
ば
さ
れ
ぬ
よ
う
に
針
金
や
ロ
ー
プ
で
繋
ぎ

つ
け
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
火
葬
に
な
っ
て
か
ら
合
同
墓
と
な
り
、
タ
マ
ヤ
も
五
〇
セ
ン
チ
方
、
高
さ
も
六
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
に

な
り
、
そ
れ
を
マ
セ
の
中
に
入
れ
て
担
い
で
行
く
の
で
あ
る
。」（pp.131

）

「
ス
ヤ
の
こ
と
を
五
島
で
は
、
ト
マ
ブ
キ
（
マ
セ
）
と
も
い
う
。
神
の
所
有
す
る
山
の
材
で
大
工
に
作
ら
せ
た
。
こ
の
ト
マ
ブ
キ

は
葬
式
の
翌
日
に
身
内
だ
け
で
、
カ
ブ
セ
ル
（
置
く
こ
と
）
と
い
う
。
ト
マ
ブ
キ
の
上
に
つ
け
た
木
製
の
燕
は
、
土
中
に
埋
め
る
。

そ
れ
か
ら
坊
主
石
と
呼
ば
れ
る
浜
の
石
を
積
み
、
ト
マ
ブ
キ
の
台
座
を
作
る
。
そ
れ
か
ら
ト
マ
ブ
キ
を
カ
ブ
セ
ル
（
置
く
）。
ト
マ

ブ
キ
は
四
角
と
六
角
の
二
種
が
あ
っ
て
、
金
持
ち
の
家
が
主
に
六
角
ガ
ン
を
作
る
と
い
う
。
墓
地
は
風
が
強
い
の
で
、
飛
ば
さ
れ
ぬ

よ
う
に
大
き
い
石
を
の
せ
た
り
、
針
金
や
ロ
ー
プ
で
引
っ
張
っ
た
り
す
る
。
ト
マ
ブ
キ
の
中
に
は
位
牌
・
線
香
立
て
・
ロ
ウ
ソ
ク
立

て
・
茶
・
水
・
飯
碗
な
ど
を
入
れ
る
。」（pp.137

）

・
大
分
県

「
ヒ
ヤ
（
霊た
ま

屋
）
は
屋
根
葺
き
の
人
が
小
麦
カ
ラ
で
作
っ
て
い
た
。」（pp.157

）
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「
上
に
置
く
霊
屋
は
、
ヒ
ヤ
（
中
津
市
湯
屋
・
西
国
東
郡
真
玉
町
な
ど
）・
ス
ズ
メ
ド
ウ
（
宇
佐
郡
・
東
国
東
郡
な
ど
）・
タ
マ
ヤ
・
ウ

サ
サ
ヤ
（
大
分
郡
湯
布
院
町
塚
原
）・
カ
ン
オ
イ
（
直
入
郡
直
入
町
な
ど
）・
ヤ
ネ
（
南
海
部
郡
宇
目
町
な
ど
）・
カ
サ
（
大
分
市
）
な
ど
と

い
う
。
た
い
て
い
は
野
道
具
を
作
る
と
き
に
大
工
に
頼
ん
で
作
っ
て
も
ら
う
。
切
妻
造
り
と
神
輿
造
り
が
主
で
あ
る
が
、
国
東
地
方

で
は
入
母
屋
造
り
で
、
四
隅
に
鳳
凰
を
と
ま
ら
せ
る
。」（pp.184

）

・
熊
本
県

　

霊
屋
の
こ
と
を
タ
マ
ヤ
、
あ
る
い
は
ヤ
ギ
ョ
ウ
（
屋
形
）
と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
県
北
の
一
部
で
は
ヒ
オ
イ
と
も
い
っ
て

い
る
。（
中
略
）
霊
屋
の
屋
根
の
中
央
部
に
鳥
の
飾
り
を
つ
け
る
。
孔
雀
、
鵬
、
鳳
凰
で
あ
る
。（
中
略
）
屋
根
の
四
隅
に
は
燕
を
つ

け
る
。
家
形
の
霊
屋
で
な
い
形
式
の
霊
屋
も
あ
る
。

　

二
本
の
柱
に
横
木
を
渡
し
、
そ
れ
の
両
側
に
屋
根
を
付
け
た
も
の
で
、
イ
タ
ヤ
ネ
と
い
う
（pp.233

～234

）。

・
宮
崎
県

　

霊
屋　

タ
マ
ヤ
・
ミ
タ
マ
ヤ
と
呼
ぶ
。
真
幸
町
で
は
、
イ
エ
（
家
）
と
呼
ぶ
。
村
人
の
中
で
職
業
で
は
な
い
が
、
霊
屋
を
作
れ
る

人
が
作
っ
た
。
今
で
は
葬
儀
屋
が
準
備
す
る
。
屋
根
の
構
造
か
ら
、
切
妻
式
の
正
面
開
き
戸
の
も
の
、
神
殿
造
り
（
神
社
造
り
）
で

前
方
開
き
、
円
形
屋
根
の
寺
づ
く
り
の
も
の
、
仏
壇
を
か
た
ど
っ
た
も
の
、
等
と
多
様
で
あ
る
（pp.288

）。

・
鹿
児
島
県

　

タ
マ
ヤ
作
り
は
、
葬
式
組
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
（pp.318

）。
絵
が
描
か
れ
た
タ
マ
ヤ
も
あ
る
し
（pp.344

）、
お
堂
の

よ
う
な
湾
曲
し
た
屋
根
に
、
正
面
に
鳥
の
つ
け
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
（pp.346

）。

　

以
上
、
点
検
し
て
き
た
名
称
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

ソ
ヤ
、
ス
ヤ
、
ア
コ
ヤ
、
ヤ
カ
タ
、
イ
タ
ヤ
、
イ
タ
ヤ
ネ
、
ガ
ン
、
ネ
ガ
ン
、
ヒ
ヤ
、
ヒ
オ
イ
、
ヤ
ギ
ョ
ウ
、
タ
マ
ヤ
、
ト
マ
ブ

キ
、
マ
セ
、
イ
エ
、
ス
ズ
メ
ド
ウ
、
ウ
サ
サ
ヤ
、
カ
ン
オ
イ
、
ヤ
ネ
、
カ
サ
、
等
々
。
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九
州
だ
け
で
、
こ
れ
だ
け
地
域
差
を
含
め
た
言
い
方
、
名
称
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

格
別
に
限
定
し
た
場
の
、
大
事
な
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
そ
の
地
域
の
人
々
に
と
っ
て
特
別
に
深
く
意
味
づ
け
ら

れ
た
特
殊
な
言
葉
、
つ
ま
り
死
に
関
わ
る
特
別
な
場
で
生
き
て
い
る
内
容
に
対
応
し
て
い
る
言
葉
（
地
域
語
彙
）、
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
章　

ソ
ヤ
の
構
造
と
地
域
的
変
異

　

今
現
在
の
時
点
で
、
隠
岐
、
対
馬
、
壱
岐
の
「
ソ
ヤ
」
を
比
べ
る
と
壱
岐
の
も
の
が
一
番
立
派
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
人
墓
と
し
て

作
ら
れ
る
た
め
で
、
壱
岐
で
も
小
崎
は
共
同
墓
地
な
の
で
、
対
馬
、
隠
岐
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
壱
岐
の
特
徴
は
、
単
独
墓
と
し

て
独
自
の
敷
地
の
中
に
作
ら
れ
る
の
で
、
基
壇
の
石
積
み
、
墓
上
装
飾
と
し
て
の
ソ
ヤ
の
規
模
も
大
き
く
立
派
と
な
る
の
で
あ
る
。

Ｋ
さ
ん
の
ご
親
戚
の
新
墓
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
次
頁
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
（
写
真
Ａ
）。

　

こ
の
場
合
は
、
四
尺
（
約
一
二
〇
セ
ン
チ
）
四
方
に
、
高
さ
は
三
尺
（
約
九
〇
セ
ン
チ
）
で
あ
っ
た
。
石
積
み
（
写
真
Ａ
の
よ
う
に
、

新
し
い
も
の
は
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
が
ほ
と
ん
ど
）
の
中
は
、
土
で
あ
っ
て
、
土
盛
り
の
周
り
に
石
を
積
み
上
げ
て
、
石
垣
を
作
る
と
き
の

要
領
で
作
成
す
る
。
石
の
積
み
方
は
丁
寧
に
、
面
を
整
え
て
き
っ
ち
り
と
積
み
上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
完
成
し
た
後
石
積
み
が
緩
ま

な
い
よ
う
に
、
番
線
を
用
い
て
グ
ル
リ
と
締
め
る
。
上
面
の
中
央
部
を
長
四
角
に
十
セ
ン
チ
ほ
ど
へ
こ
ま
せ
る
（
六
〇
セ
ン
チ
四
方
）。

そ
こ
に
海
か
ら
拾
っ
て
き
た
丸
い
石
を
置
く
。
こ
れ
は
単
独
墓
で
あ
る
か
ら
番
線
で
締
め
付
け
る
が
、
共
同
墓
地
の
場
合
は
、
た
だ

積
ん
だ
ま
ま
で
あ
り
、
強
い
海
風
、
雨
に
曝
さ
れ
、
ま
た
激
し
い
寒
暖
の
差
も
あ
る
か
ら
、
た
ち
ま
ち
に
緩
ん
で
し
ま
う
。
上
に
乗

せ
た
ソ
ヤ
も
（
飛
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
固
定
さ
れ
て
は
い
る
が
）
曲
が
り
、
歪
み
ぐ
ず
ぐ
ず
に
な
っ
て
い
く
。

　

さ
て
、
海
か
ら
拾
っ
て
き
た
石
の
下
に
は
、
遺
骸
を
入
れ
た
甕
が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
状
況
を
断
面
図
で
示
す
と
図
Ｂ
の
よ
う
に

な
る
（
土
葬
の
場
合
）。
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遺
骸
を
入
れ
た
甕
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
落
ち
着
く
よ
う
に
、
土
に
う
ま
く
収
め
る
。
甕
の
上
に
木
の
蓋
を
し
、
そ
の
上
に
海
か
ら
拾

っ
て
き
た
平
ら
な
石
を
敷
き
詰
め
る
。
そ
の
上
に
筵
を
敷
き
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
土
盛
を
す
る
。
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
土
盛
全

体
を
、
石
垣
積
み
（
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
）
の
要
領
で
四
角
に
石
で
囲
み
上
げ
る
。
外
か
ら
見
る
と
す
べ
て
石
で
積
み
上
げ
た
よ
う
に
見

え
る
が
、
作
成
順
序
は
右
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た

上
に
ソ
ヤ
を
安
置
す
る
。
共

同
墓
地
の
場
合
は
、
敷
地
が

狭
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
規

模
の
も
の
を
作
成
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
、
二
尺
（
六
〇

セ
ン
チ
）
四
方
・
高
さ
一
尺

と
い
っ
た
小
さ
な
も
の
と
な

る
。
場
合
に
よ
っ
て
、
も
う

少
し
小
さ
い
も
の
も
あ
り
、

ソ
ヤ
の
幅
い
っ
ぱ
い
と
い
っ

た
設
置
も
あ
る
。
ま
た
石
組

の
中
が
土
で
あ
る
か
ら
、
風

雨
に
晒
さ
れ
れ
ば
、
ぐ
ず
ぐ

ず
に
な
る
の
は
自
然
の
な
せ

る
わ
ざ
で
あ
る
。

図B

写真A　所在地壱岐市石田町筒城西触字泉
2年前お亡くなりになられた男性の墓。墓の方位は北向き、北側
正面より（平成27年3月24日写）

土盛

むしろ
海よりの
平石

木の蓋
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土
葬
の
場
合
は
、
野
辺
送
り
で
こ
の
石
組
み
の
中
に
甕
を
納
め
る
の
で
あ
る
が
、
火
葬
の
場
合
で
も
葬
式
後
す
ぐ
に
お
骨
を
納
め

る
。
四
十
九
日
間
は
朝
夕
に
詣
で
、
夕
べ
―
（
カ
ン
テ
ラ
に
火
を
入
れ
）、
朝
―
（
カ
ン
テ
ラ
の
火
を
消
し
）、
水
・
食
事
を
供
え
る
。

現
在
は
、
四
十
九
日
ま
で
は
お
骨
は
家
に
置
き
、
そ
の
後
に
納
骨
す
る
形
式
と
な
っ
た
（
こ
の
場
合
も
前
も
っ
て
ソ
ヤ
・
基
壇
を
作
っ

て
お
く
）。

　

墓
石
を
立
て
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

図
Ｃ
（
石
組
み
だ
け
の
墓
）

　
　

↓

　

図
Ｄ
（
ソ
ヤ
を
立
て
る
）

　
　

↓

⇩

⇩
図D（ソヤを立てる）

ソヤ

図C（石組みだけの墓）

海より拾って来た丸石

図E（石塔を立てる）

墓石

三界万霊
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図
Ｅ
（
石
塔
を
立
て
る
）

「
ソ
ヤ
」
は
こ
の
よ
う
に
墓
上
装
飾
と
し
て
作
成
さ
れ
る
が
、
土
葬
の
終
焉
と
石
塔
墓
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
急
速
に
消
え
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
新
規
に
つ
く
ら
れ
る
場
合
も
Ｋ
さ
ん
の
ご
親
戚
の
よ
う
に
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、「
神
葬
祭
の
家
は
別
と

し
て
」、
と
い
う
条
件
が
付
く
よ
う
だ
。

　

隠
岐
や
対
馬
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
か
ら
聞
き
取
っ
た
よ
う
な
思
い
と
は
少
し
事
情
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
こ
で
は

「
時
間
が
た
ち
、
ソ
ヤ
が
壊
れ
、
死
者
へ
の
直
接
感
情
が
薄
れ
て
い
く
」
と
、「
墓
石
を
立
て
る
か
な
」、
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

そ
う
い
っ
た
心
の
プ
ロ
セ
ス
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
ソ
ヤ
が
壊
れ
て
い
く
。
つ
ま
り
時
間
の
経
過
が
、
ソ
ヤ
の
傷
み
具
合
と
し

て
目
前
に
現
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ソ
ヤ
は
傷
ん
で
も
修
理
は
し
な
い
。
そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
隠
岐
の
西
ノ
島
町

で
見
た
よ
う
な
頑
丈
な
、
本
物
の
家
の
よ
う
な
造
り
（
民
俗
学
研
究
所
紀
要
第
四
十
集
を
参
照
）
は
、
少
し
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
外
来
者
と
し
て
の
当
方
か
ら
は
思
い
及
ば
な
い
心
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
も
思
う
。

　

第
二
章
で
述
べ
た
九
州
七
県
の
墓
上
装
飾
は
、
実
に
多
様
で
驚
く
ほ
ど
の
変
異
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
名
前
も
十
五
種
類
を
越

え
、
名
前
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
、
仮
に
類
似
の
形
を
持
っ
て
い
て
も
当
事
者
か
ら
す
れ
ば
違
う
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う

観
点
か
ら
い
え
ば
、
日
本
海
島
嶼
の
ソ
ヤ
は
あ
ま
り
に
似
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
壱
岐
、
対
馬
、
隠
岐
の
共
通
性
が
こ
こ

に
見
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

結
び

「
ソ
ヤ
」
と
い
う
墓
上
装
飾
装
置
は
、
壱
岐
（
長
崎
県
）、
対
馬
（
長
崎
県
）、
隠
岐
（
島
根
県
）
と
い
っ
た
日
本
海
島
嶼
地
域
に
限

定
さ
れ
た
葬
法
で
は
な
い
か
と
仮
説
を
立
て
た
わ
け
で
あ
っ
た
が
、
実
は
九
州
全
県
に
ま
た
が
っ
て
普
遍
的
に
見
ら
れ
た
墓
上
装
飾

で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
黒
潮
に
乗
っ
て
人
々
が
日
本
海
を
北
上
移
動
し
た
、
そ
の
経
路
に
こ
の
墓
上
装
飾
が
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展
開
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
展
開
は
、
九
州
各
県
―
壱
岐
―
対
馬
―
隠
岐
と
い
う
経
路
で
あ
る
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
順
番
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
少
な
く
と
も
九
州
全
県
か
ら
様
々
な
経
路
を
た
ど
っ
て
日
本
海
の
島
嶼
の
各
々
に
伝
播
し
て

い
っ
た
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
か
ろ
う
。
そ
れ
は
方
言
の
側
面
か
ら
も
肯
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
運
搬
者
は
誰
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
が
こ
こ
に
は
あ
る
。
第
一
章
で
検
討
し
た
蜑
が
そ
の
移
動
を
踏
ま
え
て
展
開
し
た
結
果

で
は
な
い
か
と
今
は
考
え
て
お
き
た
い
。

　

註

　
（
1
）　

成
城
大
学
『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
の
第
四
十
集
に
、「
日
本
海
島
嶼
地
域
の
葬
送
儀
礼
の
研
究
―
「
ス
ヤ
」
を
軸
に
―
」
と
題
し
、

壱
岐
・
対
馬
・
隠
岐
の
「
ス
ヤ
」
の
現
状
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
を
し
た
。
そ
こ
で
は
、
各
島
の
現
状
を
映
像
に
よ
っ
て
報
告
す
る
と

と
も
に
、
周
辺
の
環
境
を
も
踏
ま
え
解
説
を
付
し
た
。
な
お
呼
称
の
「
ス
ヤ
」
で
あ
る
が
、
一
〇
五
ペ
ー
ジ
に
様
々
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。「
ス
ヤ
」「
ソ
ヤ
」
の
交
替
も
地
域
に
よ
っ
て
互
角
に
称
せ
ら
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
に
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
隠
岐
で

は
ス
ヤ
が
、
壱
岐
で
は
ソ
ヤ
が
正
し
い
と
地
域
分
け
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　
（
2
）　
『
遺
稿
・
郷
土
史
わ
た
ら
』（
昭
和
五
十
一
年
八
月
十
日
・
私
家
版
）
は
、
竹
下
力
雄
氏
の
遺
著
で
あ
る
。
氏
は
、
大
正
元
年
九
月
十

二
日
、
長
崎
県
壱
岐
郡
郷
ノ
浦
町
渡
良
に
生
ま
れ
、
帝
国
教
育
学
会
給
費
生
と
し
て
中
等
部
に
学
び
、
苦
学
し
て
早
稲
田
大
学
通
信
教

育
文
学
部
に
学
ぶ
。
判
任
文
官
特
別
任
用
試
験
合
格
。
昭
和
十
四
年
四
月
朝
鮮
総
督
府
官
吏
。
昭
和
二
十
一
年
七
月
長
崎
県
庁
、
壱
岐

支
庁
、
東
彼
北
高
地
方
事
務
所
勤
務
。
長
崎
県
の
総
務
課
長
な
ど
五
つ
の
課
長
を
務
め
る
。
昭
和
五
十
年
八
月
二
十
八
日
逝
去
（
享
年

六
十
三
歳
）。
本
著
の
巻
頭
に
は
、
山
口
麻
太
郎
氏
の
「『
郷
土
史
渡マ

マ良
』
の
出
版
を
よ
ろ
こ
ぶ
」
が
載
せ
ら
れ
、
そ
こ
に
は
、

　

旧
渡
良
村
は
壱
岐
の
西
南
端
に
突
出
す
る
半
島
で
、
三
つ
の
小
島
を
抱
え
、
北
に
は
半
城
湾
を
作
り
、
南
に
は
郷
ノ
浦
港
の
外
湾

を
形
成
し
、
対
馬
海
流
を
正
面
に
受
け
て
珊
瑚
礁
と
浜
木
綿
と
あ
こ
う
を
自
生
せ
し
め
て
い
る
。

　

こ
の
村
に
は
大
小
六
十
基
の
古
墳
が
あ
っ
た
。『
海
東
諸
国
記
』
に
は
、
渡
良
・
麦
谷
・
船
越
の
三
港
が
摘
出
さ
れ
て
い
る
。
対

馬
海
流
は
南
方
諸
島
と
北
部
中
国
・
朝
鮮
半
島
と
を
結
ぶ
海
上
の
路
で
あ
り
、
こ
の
渡
良
村
は
重
要
な
宿
駅
の
役
目
を
な
し
た
わ
け
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で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
村
の
鎮
守
は
海
の
彼
方
か
ら
漂
着
し
た
荒
波
加
神
で
あ
っ
た
。
数
艘
の
商
船
を
も
っ
て
海
外
に
翔
っ
た
大
藤
十
郎
左
衛
門
末

次
は
、
伝
説
の
人
と
な
り
お
う
せ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
寄
進
の
大
蔵
経
は
太
平
寺
に
現
存
し
て
い
る
。
巨
人
怪
力
の
伝
説
人
本
岡
渡

良
左
衛
門
は
腰
掛
石
で
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
佩
刀
は
「
身
ノ
長
四
尺
三
寸
八
分
惣
仕
立
長
五
尺
一
寸
三
分
」
と
『
壱
岐
名
勝

図
誌
』
に
あ
る
。
本
岡
氏
が
西
光
寺
に
寄
進
し
た
雲
版
は
今
尚
華
光
寺
に
あ
る
。
決
し
て
架
空
の
人
物
で
は
な
か
っ
た
。

　

と
あ
り
、
地
形
海
流
、
海
上
交
通
を
語
り
、
鎮
守
の
由
来
を
説
き
、
伝
承
と
な
り
お
お
せ
る
人
物
を
検
証
す
る
。
同
著
巻
頭
二
つ
目

に
著
者
の
妻
女
、
竹
下
チ
ヨ
ノ
氏
の
「
初
歩
の
一
曲
」
と
題
し
た
一
文
が
載
り
、
著
者
の
晩
年
が
記
さ
れ
る
。
本
著
は
渡
良
を
語
る
も

の
で
あ
る
と
同
時
に
著
者
の
渡
良
へ
の
郷
土
愛
を
語
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
3
）　

注
（
2
）
書pp.54
に
も
「
朝
鮮
征
伐
凱
旋
の
時
中
山
次
郎
左
衛
門
軍
船
の
操
縦
に
任
じ
功
あ
り
帰
国
の
後
、
渡
良
に
留
ま
り
商
家

に
な
る
。
功
を
以
て
後
年
壱
岐
沿
岸
の
採
鮑
業
及
乾
鮑
専
売
（
支
那
貿
易
品
）
を
許
可
せ
ら
る
。
渡
良
小
崎
潜
水
夫
は
当
時
筑
前
鎌
崎

の
漁
者
に
し
て
次
郎
左
衛
門
に
し
た
が
い
海
上
の
航
送
に
任
じ
凱
旋
の
後
次
郎
左
衛
門
と
共
に
小
崎
に
留
ま
り
主
従
の
関
係
を
保
て
る

者
の
如
し
…
…
。」
と
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
と
結
び
つ
け
、
小
崎
―
鮑
製
品
―
潜
水
漁
業
が
一
連
の
も
の
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
（
4
）　
『
壱
岐
名
勝
図
誌
（
中
）』（
一
九
七
五
・
名
著
出
版pp.787

）
に
は
、

小
崎
浦　
辰
巳
向　

家
居
六
十
三
戸

浦
人
云
、
此
浦
よ
り
た
ん
ひ
ら
ば
な
に
至
り
、
海
底
方
五
十
余
間
、
名
石
あ
り
。
其
形
勢
、
大
白
の
八
重
菊
の
こ
と
し
。
国
人
菊
花

石
又
は
菊
名
石
ト
モ
。
と
い
ふ
。
旅
人
船
上
よ
り
み
て
金
敷
と
称
す
と
そ
。

抑
此
浦
の
海
士
、
毎
年
五
月
下
旬
よ
り
八
月
頃
ま
で
鮑
を
取
、
船
に
ハ
長
崎
御
用
の
小
帷
を
立
。
風
本
海
の
灘
、
瀬
戸
海
の
赤
瀬
、

渡
良
の
大
嶋
の
後
根
滝
な
と
い
ふ
所
に
て
取
と
い
へ
り
。
串
鮑
製
作
の
為
也
。
海
底
に
入
事
、
十
尋
以
上
十
一
二
尋
計
、（
鮑
取
の
鉤
）

如
此
長
一
尺
四
五
寸
位
の
鉄
の
鮑
金
と
い
ふ
物
を
以
、
海
底
の
石
に
こ
ろ
ひ
石
を
ウ
ネ
と
い
ひ
は
へ
り
。
ソ
ネ
と
い
ふ
と
そ
。
居
る
所
の
鮑

を
一
入
に
壱
ツ
或
は
三
ツ
四
ツ
一
息
の
間
な
り
。
取
上
る
な
り
。
実
に
折
に
よ
り
息
絶
む
と
す
る
こ
と
な
と
あ
る
よ
り
、
聞
に
も
か

ら
き
わ
さ
に
そ
あ
り
け
る
。

串
鮑
製
作
ハ
、
鮑
の
色
白
赤
き
を
取
り
、
貝
よ
り
は
な
し
、
板
に
ふ
せ
置
、
上
を
撫
れ
ハ
、
広
く
な
る
と
そ
。（
以
下
略
）。
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塩
煮
貝
製
作
の
事

是
ハ
生
貝
を
お
こ
し
、
二
夜
計
塩
に
つ
け
、
其
を
海
塩
に
て
い
で
あ
ら
ひ
て
竹
の
串
に
横
に
五
ツ
宛
指
、
五
串
つ
つ
細
縄
に
て
両
方
組
、

日
に
干
。（
以
下
略
）。

等
と
あ
る
。
さ
ら
に
、

本
綿
浦　
未
向

続
風
土
記
云
、
昔
田
頭
と
云
所
に
千
戸
あ
り
し
時
、
大
藤
十
良
左
衛
門
と
云
長
者
、
大
小
の
船
数
艘
作
り
て
、
日
本
ハ
い
ふ
に
及
ハ
す
、

支
那
ま
て
も
商
売
す
る
時
、
始
て
支
那
よ
り
綿
を
調
来
ハ
此
浦
な
り
。
故
に
其
地
を
名
つ
け
て
綿
浦
と
い
ふ
。
其
着
船
の
津
を
本
綿

浦
と
い
ふ
と
そ
。

と
も
あ
り
、
こ
こ
が
交
易
通
商
の
拠
点
で
あ
っ
て
、
新
た
な
物
品
（
綿
）
の
取
り
扱
い
を
始
め
る
と
同
時
に
海
外
に
も
雄
飛
し
て
い
た

と
指
摘
す
る
。

　
（
5
）　
『
山
口
麻
太
郎
著
作
集
３
〈
歴
史
・
民
族
編
〉』（
一
九
七
五
年
・
佼
成
出
版
社
）
所
収
。
こ
の
論
文
は
、「
社
会
経
済
史
学
」
の
第
三

巻
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
八
年
五
月
執
筆
に
か
か
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
小
崎
蜑
の
有
り
様
は
、
こ
の
時
期
の
も
の
で
、

現
在
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
山
口
麻
太
郎
氏
の
壱
岐
を
愛
し
深
く
思
う
熱
情
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
解
説
し
た

和
歌
森
太
郎
氏
は
「
歴
史
、
民
俗
に
ま
た
が
る
論
と
い
っ
て
よ
く
、
彼
ら
の
村
落
社
会
機
構
や
担
当
漁
撈
の
多
様
さ
や
、
日
常
の
生
態
が
、

こ
れ
ま
た
す
こ
ぶ
る
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
。」（
同
著
作
集
解
説
、pp.445

）
と
、
高
く
評
価
す
る
。

　
（
6
）　

壱
岐
商
業
高
校
「
郷
土
社
会
同
好
会
」
の
機
関
誌
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。「
島
人
」
第
一
号
は
、
昭
和
四
十
一
年
（
一

九
六
六
）
に
刊
行
。
な
か
な
か
充
実
し
た
内
容
で
、
筆
者
は
第
十
一
号
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
ま
で
し
か
確
認
し
て
い
な
い
が
、

指
導
（
顧
問
）
の
先
生
が
た
の
熱
意
と
創
意
工
夫
が
偲
ば
れ
る
。

　
（
7
）　

注
（
2
）
著
の
一
二
九
頁
以
下
に
、「
小
崎
漁
業
部
落
と
伝
説
」
に
ハ
ザ
シ
関
連
の
諸
事
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
捕
鯨
業
の

歴
史
」
に
つ
い
て
もp.131

に
記
述
が
あ
る
。

　
（
8
）　
「
渡
良
合
宿
紀
行
」（「
島
人
」
第
七
号
・
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
十
日
刊
）
に
は
、「
海
士
部
落
「
小
崎
」
調
査
」
と
大
き
く
括
ら
れ
、

冒
頭
に
松
本
浩
二
さ
ん
の
次
の
よ
う
な
紹
介
が
あ
る
。「
壱
岐
随
一
の
街
郷
ノ
浦
町
。
そ
の
一
端
で
あ
る
渡
良
半
島
の
渡
良
浦
、
小
崎
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浦
を
中
心
に
調
査
す
る
た
め
渡
良
西
触
公
民
館
を
宿
泊
地
と
し
て
三
泊
四
日
の
予
定
で
、
調
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
壱
岐
郷
土
に
関

し
て
の
知
識
、
部
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
こ
れ
が
何
ら
か
の
形
で
有
意
義
な
も
の
と
な
る
よ
う
願
い
た
い
。」

　

こ
の
後
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
合
宿
調
査
が
始
ま
り
、
参
加
者
が
十
三
名
で
、
先
生
が
車
で
運
搬
す
る
な
ど
黒
子
に
徹
し
て
お
ら
れ

る
様
子
が
記
さ
れ
、
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
の
調
査
、
全
員
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
。
末
尾
に
「
こ
れ
か
ら

も
こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
続
け
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
壱
岐
商
業
高
校
の
「
郷
土
社
会
同
好
会
」
の
昭
和
四
十
七
年
度

の
活
動
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

　
（
9
）　

竹
下
力
雄
氏
は
、「
捕
鯨
業
の
歴
史
」
に
つ
い
て
、
次
の
様
に
記
し
た
（『
遺
稿　

郷
土
史　

わ
た
ら
』）。

「
壱
岐
に
初
め
て
捕
鯨
業
が
来
た
の
は
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
で
、
日
高
吉
弥
と
い
う
人
が
紀
州
熊
野
浦
か
ら
瀬
戸
の
夷
浦
に

き
て
鯨
突
漁
業
を
始
め
た
。
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
深
沢
儀
太
夫
は
鯨
組
を
作
り
、
崎
戸
、
松
島
、
平
島
方
面
に
漁
場
を
持
ち
、
壱

岐
対
馬
、
生
月
、
五
島
、
江
浦
、
福
岡
ま
で
漁
場
を
拡
大
し
た
。
年
間
百
頭
以
上
の
鯨
を
獲
り
、
捕
鯨
業
の
長
者
と
な
り
、
大
村
藩
は

儀
太
夫
の
納
め
る
運
上
金
に
左
右
さ
れ
た
、
と
い
う
。
時
に
寺
院
を
新
築
献
上
し
、
壱
岐
で
は
芦
辺
の
竜
造
寺
を
規
模
を
大
き
く
し
て

建
立
し
て
い
る
。
古
歌
に
「
う
ち
か
す
む
壱
岐
の
わ
た
り
を
見
渡
せ
ば
鯨
の
い
ぶ
き
立
た
ぬ
日
も
な
し
」
と
。
当
時
の
西
海
か
ら
壱
岐

対
馬
方
面
の
海
は
鯨
の
潮
吹
き
め
ざ
ま
し
く
見
え
た
そ
う
で
、
い
か
に
壱
岐
近
海
は
鯨
が
多
か
っ
た
か
が
推
測
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、

弘
化
（
一
八
四
四
～
）・
嘉
永
（
一
八
四
八
～
）
に
い
た
る
と
鯨
の
回
遊
が
激
減
し
、
安
政
（
一
八
五
四
～
）
に
至
り
、
豪
勢
を
極
め

た
鯨
組
は
落
魄
と
な
っ
た
。」（pp.131

）。

《
謝
辞
》

　

壱
岐
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
皆
様
に
は
、
突
然
の
訪
問
に
も
拘
わ
ら
ず
、
快
く
受
け

入
れ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
立
ち
入
っ
た
内
容
に
も
様
々
ご
教
導
い
た
だ
き
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

取
り
分
け
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
、
喜
多
正
様
、
鵜
瀬
守
様
、
郷
ノ
浦
図
書
館
の
司
書
の
皆
様
に
は
心
よ
り
の
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
重

ね
て
御
礼
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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※�

本
稿
は
、
二
〇
一
六
・
二
〇
一
七
年
度
、
成
城
大
学
特
別
研
究
助
成
金
の
交
付
を
受
け
て
な
さ
れ
た
も
の
の
一
部
で
す
。
明
記
し
て
深
謝

い
た
し
ま
す
。

�

（
成
城
大
学
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授

民
俗
学
研
究
所
所
員

）




